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このプログラムは 

• 鉄道路線の最短経路（ホップ数）を推定する 

 

• 最初に鉄道の接続を表すグラフを作成する 

 

• グラフ作成後に駅名に対応する駅IDが出力される
ので、その中から２つ指定することで2駅間の最短
経路を検索します 



処理の流れ 

1. jubagraphへの接続設定 

2. プリセットクエリーを登録 

3. グラフの作成 

4. 駅IDの表示 

5. クエリーの準備 

6. 最短距離を計算 

7. 結果の表示 



train_route.json 

• method 

– graph_wo_index:インデックスのないグラフを利用 

 

• parameter 

– damping_factor:次数の異なるノードのスコアを調整 

– landmark_num:ランドマークの総数を指定します 



Create.java（１） 

• jubatus Serverへの接続設定 

• プリセットクエリーの登録 
– 最短経路を計算するためにクエリーを

addShortestPathQueryメソッドで登録しておく 



Create.java（２） 

• get_station_join 

– APIでとってきたXMLファイルをDOMで操作して，必要な部
分を取り出す 

 

• create_graph 

– 駅情報の追加と駅IDの取得 

– 追加した2駅の相互にエッジを張る 



Create.java（３） 

• add_station 

– 新しい駅名が引数として渡されれば，mapのstationsに追
加する 

– そうでなければ，駅IDを返す 

 

• print_station 

– stationsに格納した駅名と駅IDを昇順に並び替えて表示 



Search.java 

• コンソールに出発駅IDと目的駅IDを入力するとその
最短経路が計算されて表示される 

 

• ShortestPathQueryを作成する 

 

• getShortestPathで呼び出し，最短経路を計算する 

 


